
生粋の､ 灘の酒ですも
混じりけのない純米酒､ 白鶴｢ 灘の生一本』。
ひときわ芳醇て：ひときわまろやかです６
通のこころを満たす､ 飲み飽きしない逸品。

酒歴を重ねた人、
お酒の長い航海を経た人にふさわしい

深い味わいで．すも

､ 本酒で乾杯ノ

暮鵜
時をこえ親しみの心をおくる わたしも、

神戸っ子６

白蕊酒造株式会社

９

知るﾉVぞ飲む｡純米自醸酒
ノi クツル 禰

酒
一
級
３
０
ｑ
祁
標
地
小
売
価
格
３
７
０
円

澗
柄
一
級
出
０
標
恥
小
売
価
橘
２
２
０
０
円

蝋：
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戸
泥
望

“
，
《
Ⅲ
鳴
厭

ＬｌＧＨＴＤＲＹＥＸＴＲＡＡＧＥＤＯＬＤＧＯＬＤ
（3 年物）（７年物）（５年物）

一
風
癖
一

一
β
霞

一
一
誌
一

４
再
一
一

ヘミングウェイがこよなく愛した酒､キューバ･ラム′
キューバのラム酒の起蝉は､300年以上前のスペイン征服者たちの時代にさかのぼります-1900年代
には各地に新しい工場が建設され始め､国際的に名声を得ていたものに''HAVANACLUB･''０l-AVIN
MATUSALEN,，‘‘BAcARD“がありました。1959年のキューバ革命後、これらのエ場は国有化され、
輸出ラム酒の商標を1878年から歴史をもつ｢ハバナ・ｸﾗﾌﾞf｣－本に統一しまし亀キューバで峰今日、
良質のサトウキビの稲窒より生産されるハバナ･クラブ､ラムは､年間400万リットル以上になり､ヨーロッ
パ各国をはじめ. 広く世界の愛飲家に親しまれています．

M1TsuKu圃興|蕊＝uノロコ総輸入元|nｍ
〒65 1神戸市中央区八幡通4丁目１番13号三倉第１ピル盃07 8 - 2 3 1 - 0 3 2州

魅惑の良ノダイキリ

ロックも､ 水割りも、
カクテルも. ノ

ハバナ･ クラブは､ 熟成の度合いによ
って､ 味わいもいろいろです｡ まろやか
でクセのないL I G H T D R Y ( 3 年物)は
カクテルペースにぴったりc D L D G O L D
<5年物)､ExTRAAGED(7年物)は､ス
トレートはもちろん､オンザロック､水割
り､ホットラムなどでも､どうぞ｡ハバナ・
クラブならではのコクと香りが､ いっそ
うお楽しみいただけます。

竜璽函

参’
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店内に一歩入れば異肱|情緒がいっぱい｡なんといっても､インl半|・
理は多勢の仲間と､ いろんな樋瓶のメニューを楽しむのが蛾間。
でも今年のバレンタインデーは､２人でインドへ旅した気分で存
分にお料理をお楽しみドさい。
お薦めはケイロードスペシャル￥4 . 5 0 0

ｲ ﾝ ド料理

、
●
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
で
愉
し
む
世
界
の
味
⑧

オーベックファンとはフランス語で｢ 見蛎なくちばし｣ の意味｡ 料理
の味にはどこまでもうるさ〈という願いをこめています｡ 伊勢エビをは
じめ魚介類の味が冴える季節｡ もちろん肉料理もご満足いただけ
ると思います。
llg30AM～2;3OPM．､1:３OPM～10:３OPM無休

つ

_別４一〆オーベツクフアン
神戸市灘区岩屋中町4 - 2 - 1 5 島文第３ビル9Ｆ

含O78〈881)1530木ノ根繁弘

ダリト･ エム. パント

三宮店; 明治生命ピﾙ 地下1 階
竃078-251-4359‘7156

ボー ﾄ ｱ ｲ ﾗ ﾝド店:中央市民病院前(ダｲ ｴ ｰピル1階）
冠078-302-5728

＆

鞭甲F回?冨砿：

目
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、

ク
リ
ス
マ
ス
を
真
近
に
控
え
た
‐
十
二

月
二
十
日
夜
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

ニ
階
大
宴
会
場
で
「
魅
せ
ら
れ
て
／
・
ジ

ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ
愛
の
バ
ラ
ー
ド
」

と
銘
を
打
っ
た
華
や
か
な
ク
リ
ス
マ
ス

デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
が
催
さ
れ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
の

曲
。
黒
の
タ
キ
シ
ー
ド
ド
レ
ス
で
蛎
爽

と
登
場
し
、
水
際
立
っ
た
美
貌
と
甘
い

歌
声
で
観
客
を
魅
了
す
る
。

－
１
Ｌ
ソ
ュ
デ
ィ
・
オ
ン
グ
。
一
九
五

○
年
生
ま
れ
の
水
瓶
座
Ａ
型
で
、
も
ち

ろ
ん
才
女
だ
。
四
ヵ
国
語
を
自
在
に
操

り
、
歌
に
芝
居
に
司
会
ま
で
こ
な
す
。

趣
味
で
始
め
た
版
画
も
、
一
九
八
三

年
、
八
四
年
と
二
年
連
続
で
日
展
に
入

選
す
る
な
ど
、
ま
さ
に
八
面
六
瞥
の
大

活
躍
。
〃
才
能
の
塊
〃
と
い
っ
た
形
容
が

ぴ
っ
た
り
あ
て
は
ま
る
。

そ
の
上
に
美
人
だ
。
単
に
姿
か
た
ち

が
美
し
い
だ
け
で
な
く
、
品
格
の
あ
る
．

門剤

駅

唖
〃
一
一
一
『
認

Ｆ

Ｉ
Ｉ

層

⑲

精
神
を
持
つ
者
が
放
つ
内
か
ら
の
輝
き

が
、
彼
女
に
よ
り
崇
高
な
イ
メ
ー
ジ
を

与
え
て
い
る
。
が
、
本
人
自
身
は
い
た

っ
て
気
取
り
が
な
く
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
も
気
軽
に
応
じ
て
く
れ
た
。

日
本
を
訪
れ
る
中
国
系
の
人
の
為
に

卜
γ
ナ
ン

中
国
語
で
「
東
京
」
と
い
う
月
刊
誌
を

作
っ
て
い
る
と
い
う
。
観
光
｛
茶
内
だ
け

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ニ
ュ
ー
ス
性
の
あ

る
も
の
を
掲
載
す
る
事
を
心
が
け
て
い

る
と
、
例
の
大
き
な
瞳
を
輝
か
せ
な
が

ら
語
る
。

最
新
ア
ル
バ
ム
「
う
た
か
た
の
夢
」

も
昨
年
’
十
二
月
十
五
日
に
発
売
さ
れ
た

が
、
や
は
り
話
題
が
歌
の
方
に
む
く
と

熱
が
入
る
。
一
○
人
の
女
性
を
そ
れ
ぞ

れ
モ
チ
ー
フ
と
し
て
構
成
し
た
ア
ル
バ

ム
で
、
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
で
も
そ
の
中

か
ら
〃
二
月
の
ヴ
ェ
ニ
ス
か
ら
〃
〃
蜜
月

の
砂
漠
〃
〃
ひ
と
ひ
ら
の
雪
“
を
唄
っ
て

い
る
。

勝
齢

■

ノ

日

蔭
自

E 、

E 犯t G
SpoZ

オリエンタルホテル
ディナーショー

レ
コ
ー
ド
大
賞
を
受
賞
し
た
〃
魅
せ

ら
れ
て
〃
は
、
や
は
り
人
生
の
タ
ー
ニ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
作
品
と
い
う

こ
と
で
感
慨
深
い
歌
だ
そ
う
で
「
あ
の

歌
で
大
人
の
女
性
と
し
て
認
め
ら
れ
た

と
思
う
の
。
確
か
に
あ
の
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
の
で
、
そ
れ
を
上
回
る
こ
と
が
な

か
な
か
難
し
い
ん
で
す
ね
。
そ
こ
の
所

が
こ
れ
か
ら
の
課
題
だ
と
も
考
え
て
い

る
ん
で
す
。
」
と
冷
静
に
状
況
判
断
す
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
日
本
だ
け
で
な
く
世

界
に
進
出
す
る
計
画
で
、
レ
コ
ー
ド
会

社
も
東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ
に
移
籍
し
、
着
々
と

世
界
へ
の
道
を
進
行
中
だ
。
ま
た
中
国

で
は
、
広
東
語
で
歌
っ
た
「
お
し
ん
」

の
主
題
歌
が
ヒ
ッ
ト
し
て
お
り
、
ま
さ

に
〃
世
界
に
湖
ぷ
東
洋
の
真
珠
“
。

そ
の
彼
女
も
実
は
神
戸
に
は
縁
が
深

い
。
「
山
田
五
十
鈴
さ
ん
や
藤
田
ま
こ
と

さ
ん
と
神
戸
を
舞
台
に
し
た
劇
を
や
り

ま
し
た
。
私
は
、
港
が
見
え
る
所
が
好

ジｭ ヂｨ ･ オングさん
神戸に‘跡ぜ肋て”
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＆

１

、認

、趣撫慧測;$繭ル

‐

世

1W;;聯

判
１
４
－
倉
．

．
《
貝
半

群
脇
匪

上／オリエンタルホテル自室にて
下／陳舜臣先生も応援に来られて

なごやかに談笑

Ｆ

Z /Ｉとひらの雪

熱唱・陶酔・喝采< デイナーショーで＞

き
で
す
し
、
神
戸
の
も
つ
ハ
イ
カ
ラ
な

イ
メ
ー
ジ
が
と
て
も
気
に
入
っ
て
ま
す

そ
れ
と
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
し
な
が
ら
元

町
通
り
を
そ
ぞ
ろ
歩
き
す
る
の
が
神
戸

に
来
た
時
の
楽
し
み
な
ん
で
す
よ
。
」

元
町
の
べ
っ
こ
う
店
で
買
っ
た
ブ
レ
ス

レ
ッ
ト
を
今
も
愛
用
し
て
い
る
と
の
こ

と
。
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
に
す
っ

か
り
溶
け
込
ん
で
い
る
彼
女
の
姿
に
、

坪
神
戸
っ
子
“
よ
り
神
戸
っ
子
ら
し
い
印

象
を
持
っ
た
。

鯵
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惑罫

：茅畠謬

誌蝿繋：

Ｌｉｏｎライオン

学名：ＦｅＩｉｘＩｅｏ食肉目ネコ科
撮影場所：東アフリカ･ ケニアのマサイマラ地区

" 動物の王者" と呼ばれるライオンはインド
北西部及び東・中央アフリカに家族単位で住
む。雌ライオンが狩った獲物を雄ライオンが
最初に食べるが、時には3 4 k g 程の肉を食べる。

D O n a l d B m d s I m w （ドナルドプラッドショー）

1 9 3 3 年英国生まれ／1 9 6 7 年に来｢ ' し、六甲
腫生む。製蕊会社取締役社長。野生動物、野
鳥観察が趣味で南極、アマゾン流域、フナー
クランド誰島、アラスカ、東？ブリカ、ハワ
イ鮒島、パラオ諾晶の各地を訪問．

☆本格派の人々に愛される

、
伝統が育流/ だ
柊調ある神戸の専門店
☆欧風家具･ 設計･ 創作

永田良介商店
神戸市中央灰＝寓町3 . 1 ~ 、１－４壷3 9 1 - 3 7 3 7 ～９

☆世界のオシャレをお届けする

’麦1京
神戸市中央侭元町辿１丁、4 - 1 3 冠3 3 1 - 3 1 1 2

☆婦人帽子

､⑮<、tAx･べく、
マ鐸シ＞

神戸市中央区北長狭通２ｒＨ６－ｌ３金棚1 - 6 7 1 1
☆伝わる真どころ手づくりの風格

柴田音吉洋服店
神戸市中央区元町逝4丁1 1 2 - 2 2 盃3‘1 1 - 0 6 9 3

★舶来品ブティック

ヱズターニュートン
神戸市中央区北長狭迩3 丁月1 2 - Ｍ念3 3 1 1 8 1 8

Sanohe

ヨ影オ流
神戸市中央区三浦m T 3 T m - 9 金3 3 1 ~ 5 1 9 0

☆よろず御観衣縫上虚

神戸シャツ
神戸市中央厩三富町3 丁何1 - 6 竃3 3 1 - 2 1 6 8

☆選りすぐった一点を…。

神戸市中央区元町通2 Ｔｐ５－７念3 3 1 - 4 7 0 7

☆世界のチョコレート

合 一雷舘
神戸市中央Ⅸ元町本通I r I 1 8 - 5 壷3 9 1 3 1 3 8

ノ

伝統が育んだ‐、，
格調ある輔戸の専門店
☆欧風家具･ 設計･ 創作

永田良介商店
神戸市中央区三富町3 丁目1 - 4 壷3 9 1 - 3 7 3 7 ～９

☆世界のオシャレをお届けする

､麦し言§
神戸市中央慎元町辿1丁1 1 4 - 1 3 冠3 3 1 - 3 1 1 2

★婦人帽子

へ⑮<、tAx･べく、
マ鐸シ＞

神戸市中央区北長狭通２ｒＨ６－ｌ３金棚1 - 6 7 1 1
☆伝わる真どころ手づくりの風格

柴田音吉洋M E 店
神戸市中央区元町逝4.rIi2-22盃3‘11-0693

★舶来品ブティック

ヱズターニューI = - ン
神戸市中央区北長狭皿3 丁月1 2 - Ｍ念３３１１８１８

☆本格派の人々に愛される

ヨョフ『リブ
神戸市中央区三常町3 丁同1 - 9 金3 3 1 - 5 1 9 0

☆よろず御観衣縫上虚

神戸シャリノ
神戸市中央厩三富町3丁何1 - 6 竃3 3 1 - 2 1 6 8

☆選りすぐった一点を…。

SanoIle
神戸市中央区元町通2丁1 1 5 - 7念3 3 1 - 4 7 0 7

☆世界のチョコレート

魚卿扉魚電翁’
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セ
ン
タ
ー
街
３
丁
目
６
‐
画
壷
３
９
２
町
ｊ
創
肌
３
ハ

ァ
ネ
ー
ジ
ユ

本
場
イ
タ
リ
ア
の
Ａ
Ｇ
Ｎ
Ｅ
ｏ
ｏ
ｌ
を
使
用

し
た
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
を
如
種
。
昼
は
パ
ス
タ

ＩＮＥ, ＄ＤＡｙ

を棒げたい…

●
工
画
．
Ｑ
ヨ
四
口
⑩
ス
コ
弾
霊
コ
ロ
工
○
匡
切
①

ア
ｚ
ｐ
ｍ
刀
の
Ｏ
ｚ
（
剤
Ｖ
平
と
ｙ
）

北
野
町
異
人
館
通
り
竃
２
３
２
‐
、
０
０
６
９

二
．
－
１
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
自
然
を
執
っ
ぱ
い

編
み
ど
ん
だ
、
素
敵
な
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
品

で
冬
か
ら
春
を
カ
ラ
フ
ル
に
彩
り
ま
す
。

営
業
時
間
加
川
１
７
剛
毎
水
曜
休
み

人ニー

●
く
つ
田
Ｏ

太
田
べ

元
町
一
番
街
山
側

選
び
い
か
れ

為
さ
れ
た
〃
継
華

色
合
い
の
鮮
や

っ
甲
店

念
３
３
１
．
．
６
１
９
５

坐
良
質
の
く
つ
甲
を
継
い
で

分
け
〃
の
作
品
で
す
。
そ
の

“
さ
を
装
っ
て
み
た
も
の
。

●

戸
１画
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朔
る
の
で
は
」

光
と
４
月
か
ら

叩
神
戸
女
学
院

大
学
学
長
に

☆
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
武
田
建
氏

学
長
に

関
西
学
院
大
学
の
新
学
長
に

武
田
建
社
会
学
部
教
授
が
就
任

し
た
（
社
会
福
祉
学
専
攻
、
聞

歳
）
。
高
等
部
ア
メ
リ
カ
ン
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
監
督
で
も
あ

る
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
新
学
長
、

蕊
霞
》
鯨
症

，
の
が
率
直
な

気
持
ち
。
「
学
長
は
自
ら
為
す

も
の
で
な
く
、
大
学
の
構
成
員

に
よ
っ
て
形
づ
く
ら
れ
る
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
が

み
ん
な
を
引
っ
ぱ
っ
て
い
く
と

い
う
よ
り
も
、
皆
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
一
緒
に
や
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
今
後

の
抱
負
は
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
指

導
の
理
念
と
同
じ
だ
と
言
う
。

学
長
と
し
て
多
忙
な
毎
日
、

グ
ラ
ン
ド
に
出
ら
れ
な
い
の
が

残
念
そ
う
だ
が
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

で
は
学
生
と
も
接
し
、
大
学
の

育
成
に
貢
献
す
る
意
気
込
み
で

い
っ
ぱ
い
だ
。

灘

症
匪 ○

Ｋ

ｅ
ａ

就
任
す
る
山
口
光
朔
氏
。
そ
の

新
し
い
風
と
し
て
、
従
来
欧
米

中
心
の
視
野
を
も
っ
と
広
く
ア

ジ
ア
に
も
目
を
向
け
な
け
れ
ば

と
指
摘
す
る
。
良
妻
賢
母
予
備

軍
で
あ
る
と
こ
ろ
の
花
の
女
子

大
生
ｌ
を
教
育
す
る
の
で
な

く
、
本
当
の
意
味
で
の
国
際
感

覚
を
身
に
つ
け
た
個
性
豊
か
な

女
性
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
語
る

世
界
ｍ
数
カ
国
の
女
子
大
生

を
招
い
て
３
月
１
，
２
日
と
神

戸
で
催
さ
れ
る
「
世
界
女
子
学

生
会
議
」
で
は
、
実
行
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
充
実
し

た
催
し
に
し
た
い
と
、
準
備
に

余
念
が
な
い
。

☆
故
郷
の
神
戸
で
初
の
個
展
を

東
京
を
中
心
に
活
躍
を
続
け

る
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
灘
本

唯
人
氏
が
、
３
月
”
日
（
予
定
）

よ
り
さ
ん
ち
か
ホ
ー
ル
で
〃
灘

本
唯
人
ｉ
ｎ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
″
を
開

騨
褐
黙

懲
鍵
鼻
：
鰐
謹
地
元
神
戸
で

１
１１７
１

☆
欧
米
に
片
寄
り
過
ぎ
ず

ア
ジ
ア
に
も
目
を
向
け
て

「
私
の
よ
う
な
異
端
児
に
学
長

の
大
役
が
与
え
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
は
か
な
り
新
し
い
風
を
吹

き
込
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

グ
ラ
ス
と
さ
れ
軽
い
物
に
流
さ

れ
が
ち
の
最
近
の
風
潮
に
疑
問

を
感
じ
て
ま
し
た
が
、
Ｉ
Ｓ
Ａ

Ｓ
を
通
し
て
芸
術
と
し
て
の
本

来
の
ス
テ
イ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
正

し
く
伝
え
、
一
般
の
方
々
に
も

理
解
し
て
も
ら
い
た
い
で
す

秋
に
は
さ
ん
ち
か
で
立
花
さ

ん
の
作
品
展
が
開
か
れ
る
。

☆
成
熟
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い

モ
ノ
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
の
プ
ラ
ン
ナ

ー
と
し
て
活
躍
中
の
小
貫
新
太

郎
㈱
ワ
イ
ズ
社
長
が
、
こ
の
ほ

ど
三
宮
の
神
戸
リ
ク
ル
ー
ト
ビ

瀞
羅

ム
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

「
今
、
人
々
は
真
の
人
間
ら
し

さ
を
求
め
、
自
ら
の
生
活
の
回

り
を
真
剣
に
見
つ
め
始
め
て
い

る
と
思
う
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
願
い
に
十
分
に
応
え
ら
れ

る
モ
ノ
が
意
外
に
少
な
い
ん
で

す
よ
」
。
そ
れ
な
ら
ば
自
分
た

ち
の
手
で
、
そ
う
い
っ
た
モ
ノ

を
提
供
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で

ま
ず
毛
皮
と
じ
ゅ
う
た
ん
を
手

掛
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
「
今

後
と
も
健
康
で
快
適
な
生
活
に

役
立
つ
確
か
な
モ
ノ
を
様
々
な

角
度
か
ら
用
意
し
た
い
」
と
新

規
事
業
へ
意
欲
を
見
せ
る
。

△

新
居
に
は
夕
陽
の
さ
し
込
む
素

晴
し
い
ス
テ
イ
ン
ド
グ
ラ
ス
が

あ
り
、
当
分
ア
ト
リ
エ
は
姫

路
、
住
ま
い
は
神
戸
の
生
活
。

ま
た
立
花
さ
ん
も
発
起
人
の

ひ
と
り
で
あ
る
国
際
ス
テ
イ
ン

ド
グ
ラ
ス
芸
術
協
会
（
Ｉ
Ｓ
Ａ

Ｓ
）
が
設
立
さ
れ
、
設
立
総
会

と
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
２
月
犯
日

に
大
阪
の
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｓ
本
部
で

行
わ
れ
る
。
「
色
ガ
ラ
ス
や
ラ

ン
プ
等
な
ん
で
も
ス
テ
イ
ン
ド

の
展
覧
会
は
初
め
て
。
そ
の
上

ポ
ス
タ
ー
か
ら
版
画
、
さ
し
絵

ま
で
今
ま
で
の
仕
事
を
集
大
成

し
た
個
展
も
初
め
て
と
あ
っ
て

周
囲
か
ら
も
注
目
を
集
め
て
い

る
。
「
全
仕
事
を
お
見
せ
す
る

よ
う
な
歳
で
も
な
い
と
思
っ
て

い
た
ん
で
す
が
、
こ
う
い
う
企

画
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
は
、

墓
場
も
近
い
の
か
ナ
（
笑
）
。
こ

の
展
覧
会
の
た
め
に
田
辺
聖
子

さ
ん
か
ら
も
お
言
葉
を
頂
き
光

栄
で
す
。
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い

で
す
ね
」

☆
芸
術
と
し
て
の

ス
テ
イ
ン
ド
グ
ラ
ス
を

サ
ン
国
際
女
流
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
展
で
国
際
賞
を
受
賞
さ
れ
、

ス
テ
イ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
家
と
し

＃

て
活
躍
中
の

卜
立
花
江
津
子

毒
さ
ん
が
、
こ

》
抑
躯
詫
諏
鶴

引
っ
越
し
た
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金

「
い
ち
、
に
い
、
さ
ん
、
ウ
ワ
ッ
ノ
．
今
度
は
八
頭
も
い
る
」

昭
和
六
十
年
十
一
月
十
一
日
朝
、
シ
ン
リ
ン
オ
オ
カ
ミ
夫
婦

（
雄
ロ
ボ
、
雌
ラ
ン
）
に
一
一
度
目
の
出
産
が
あ
っ
た
。
夜
明
け
に

生
ま
れ
た
ら
し
い
。
狭
い
巣
穴
い
っ
ぱ
い
、
黒
い
毛
の
固
り
が
、

元
気
そ
う
に
波
打
っ
て
い
る
こ
と
で
私
は
安
心
し
た
。

前
回
は
三
頭
の
子
が
、
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
泣
い
て
い
た
。
出

産
が
日
中
、
人
前
で
あ
り
、
し
か
も
、
初
産
で
あ
っ
た
メ
ス
の
ラ

ン
ち
ゃ
ん
は
う
ろ
た
え
、
子
に
乳
を
飲
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ず
、

三
頭
中
一
一
頭
を
死
な
せ
た
。
弱
り
き
っ
た
一
頭
を
「
武
蔵
」
と
名

づ
け
、
や
っ
と
の
こ
と
人
工
で
育
て
た
が
、
そ
の
武
蔵
満
一
才

（
五
十
九
年
十
月
一
一
一
十
日
生
）
を
迎
え
る
頃
に
一
一
度
目
の
出
産
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
八
頭
の
全
て
が
授
乳
に
成
功
し
た
様

子
。
両
親
共
が
そ
の
毛
の
固
ま
り
を
隠
す
よ
う
に
か
ば
い
、
盛
ん

に
砥
め
て
い
た
。

〔
多
産
児
の
授
乳
争
い
に
生
死
が
…
…
〕

手
に
握
力
を
持
つ
猿
類
で
さ
え
、
子
に
乳
を
ふ
く
ま
せ
る
こ
と

は
絶
対
に
で
き
な
い
。
子
は
自
ら
探
し
当
て
、
乳
に
吸
い
つ
く
の

が
、
授
乳
経
過
で
あ
る
。
（
ヒ
ト
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
…
…
）

繭, :…吋恋b崩癖

聯瞥
謡竪識〃

唐鍔･ 鰯識律蝿調

識

し
た
が
っ
て
胎
内
で
よ
く
育
ち
、
元
気
で
よ
く
動
け
る
新
生
児

で
あ
る
か
、
な
い
か
が
、
生
死
を
分
け
る
こ
と
に
な
る
。
オ
オ
カ

ミ
も
ま
た
同
様
で
横
た
え
た
母
の
乳
房
を
探
り
回
る
。
そ
の
際
、

独
り
子
よ
り
も
数
多
く
生
ま
れ
た
時
の
方
が
、
授
乳
に
成
功
す
る

確
率
が
確
か
に
高
く
な
る
。
一
頭
が
吸
い
始
め
れ
ば
、
生
ま
れ
た

。
●
■
ロ
。
●
●
。
●

全
頭
が
争
い
飲
も
う
と
す
る
。
そ
う
し
た
競
い
あ
う
乳
探
り
行
動

が
ま
た
、
全
て
の
子
の
授
乳
に
な
る
訳
だ
。

「
や
っ
ぱ
り
独
り
っ
子
よ
り
兄
弟
の
多
い
方
が
違
ま
し
い
な
あ
」

担
当
の
藤
井
飼
育
員
が
言
っ
て
く
れ
た
。
武
蔵
の
場
合
、
最
初

に
一
頭
（
武
蔵
）
が
生
ま
れ
、
翌
日
に
一
一
仔
が
生
ま
れ
た
。
武
蔵

は
一
頭
で
乳
探
り
も
し
な
い
ま
ま
冷
え
き
っ
て
い
た
の
で
救
い
だ

し
た
が
、
他
の
二
頭
は
、
親
に
任
せ
た
と
こ
ろ
、
生
後
三
日
め
、

哀
れ
に
も
上
半
身
を
喰
い
ち
ぎ
ら
れ
死
亡
し
て
い
た
。

〔
子
を
食
べ
る
謎
〕

果
し
て
生
き
て
い
た
子
獣
を
食
べ
た
も
の
か
、
或
い
は
、
死
亡

し
た
子
を
食
べ
た
も
の
か
は
確
認
で
き
ず
、
我
々
は
論
議
を
続
け

た
。
確
か
に
分
娩
に
際
し
て
子
の
鮮
膜
や
、
勝
帯
、
そ
し
て
胎
盤

は
痕
跡
さ
え
残
さ
ず
食
べ
て
し
ま
う
。
だ
が
、
体
温
が
あ
り
、
動

〃
食
べ
て
し
ま
う
。
だ
が
、
体
温
が
あ
り
、
動

い
て
い
る
子
獣
を
ほ
ん
と
に
食
べ
る
だ

ろ
う
か
。
か
つ
て
、
ク
ロ
ヒ
ョ
ウ
が
開

園
以
来
初
め
て
出
産
し
た
と
き
（
昭
和

鋤
二
十
七
年
）
、
二
日
後
に
三
仔
共
行
方
不

日加
明
に
な
っ
た
。
糞
便
を
検
鏡
し
て
親
が

》
食
べ
て
い
る
こ
と
が
分
っ
た
が
、
こ
れ

報
渇
は
死
亡
し
た
子
を
食
べ
た
も
の
で
あ
っ

誌
誹
た
。
「
隠
れ
部
屋
を
設
け
て
や
ろ
う
」

平
誌
長
時
間
論
議
の
末
、
私
た
ち
は
ク
ロ

勃
極
ヒ
ョ
ウ
の
母
性
を
信
じ
、
産
室
を
暗
く

崎
蝉
し
て
や
っ
た
ら
そ
の
後
三
産
共
、
子
を

愛
ち銅蛙

無
事
に
育
て
た
の
で
あ
る
。
最
近
の
猛

唖
毎
獣
類
は
そ
う
し
た
〃
子
を
食
べ
た
″
と

玲
秘
い
う
例
は
殆
ん
ど
な
い
が
、
そ
れ
で
も

幽
抄
〃
興
奮
し
た
ら
、
生
き
た
子
を
食
べ

く
ジム▼
る
〃
と
い
う
意
見
も
無
視
で
き
な
い
。

１
１１９
１
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今
、
八
頭
を
抱
く
オ
オ
カ
ミ
の
母
性
を
信
じ
る
ほ
か
な
か
っ
た
。

果
し
て
、
生
後
三
日
め
の
朝
、

「
七
頭
し
か
い
な
い
。
一
頭
が
見
当
り
ま
せ
ん
」

顔
色
を
変
え
て
藤
井
君
が
言
っ
て
き
た
。
前
回
も
死
亡
し
た
子

を
食
べ
る
と
こ
ろ
を
発
見
し
た
が
、
こ
の
度
の
一
頭
も
、
や
は
り

死
亡
し
た
の
で
親
が
処
分
し
た
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
残
り
の

七
頭
は
母
の
乳
を
争
っ
て
飲
み
、
そ
の
後
ぐ
ん
ぐ
ん
育
っ
て
く
れ

た
こ
と
か
ら
も
い
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

〔
肉
を
吐
き
子
に
与
え
る
両
親
の
愛
〕

そ
し
て
、
独
り
子
の
武
蔵
と
ち
が
い
七
頭
と
あ
っ
て
は
離
乳
も

早
く
生
後
一
一
十
八
日
頃
か
ら
肉
を
争
っ
て
食
べ
始
め
た
。
だ
が
、

そ
う
し
た
時
、
親
子
の
あ
ま
り
の
奪
い
あ
い
に
〃
こ
れ
で
よ
い
の

だ
ろ
う
か
″
ま
た
ま
た
心
配
に
な
っ
て
き
た
。

バ
ケ
ツ
い
っ
ぱ
い
の
肉
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
子
を
押
し
の
け
、
ガ
ッ
ガ
ッ
食
べ
る
、
親
子
の
奪
い
あ
い

の
す
さ
ま
じ
さ
。

「
コ
ラ
ノ
．
子
に
食
べ
さ
せ
ん
か
い
」

叱
り
つ
け
る
私
達
は
、
あ
然
と
す
る
毎
夕
が
続
い
た
。
そ
れ
に

し
て
も
餌
を
与
え
た
後
の
静
け
さ
に
何
か
が
あ
る
様
子
。
心
配
に

な
っ
た
私
は
、
い
っ
た
ん
引
き
あ
げ
た
後
、
そ
っ
と
覗
き
に
来
て

胸
が
熱
く
な
っ
た
。

「
あ
っ
、
や
っ
ぱ
り
ほ
ん
と
は
優
し
い
の
や
。
肉
を
吐
き
だ
し
て

い
る
」あ

れ
だ
け
慌
た
だ
し
く
食
べ
た
両
親
が
誰
も
い
な
く
な
る
と
、

子
供
た
ち
に
肉
を
吐
い
て
ま
で
食
べ
さ
せ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

私
は
思
わ
ず
彼
等
を
叱
っ
た
こ
と
の
、
愚
か
さ
に
恥
し
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
卵
セ
ン
チ
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
〕

日
本
動
物
園
史
一
一
○
年
。
珍
種
主
義
が
続
く
今
日
、
パ
ン
ダ

や
コ
ア
ラ
に
一
一
億
、
三
億
と
巨
額
を
か
け
な
が
ら
、
タ
ヌ
キ
や
キ

ツ
ネ
な
ど
小
獣
類
舎
は
各
園
と
も
小
規
模
、
当
園
も
恥
し
い
限
り

の
濫
な
の
で
繁
殖
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
だ
が
、
念
願
か
な
っ

て
三
年
前
小
規
模
な
が
ら
新
築
工
事
が
始
ま
っ
た
。
総
予
算
一

千
万
。
こ
れ
で
九
種
の
部
屋
を
作
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

「
種
類
を
減
ら
し
一
室
を
大
き
く
し
て
は
…
…
」

「
い
や
、
現
在
い
る
も
の
を
売
却
な
ど
と
て
も
で
き
な
い
ノ
．
」

担
当
飼
育
員
、
小
西
正
俊
君
の
嬉
し
い
発
言
で
、
旧
舎
在
住
の

全
動
物
が
入
居
で
き
る
獣
舎
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。

然
し
予
算
か
ら
し
て
放
養
式
な
ど
到
底
不
可
能
。
一
室
が
せ
い

ぜ
い
三
平
方
ｍ
と
誠
に
小
さ
い
。
そ
れ
で
も
な
ん
と
か
繁
殖
で
き

る
よ
う
に
と
ア
イ
デ
ア
を
だ
し
あ
っ
た
。
狭
い
運
動
場
で
も
岩
山

を
作
っ
た
。

「
あ
の
岩
山
の
下
を
穴
ぐ
ら
式
の
巣
に
し
て
や
ろ
う
」

小
西
君
の
ア
イ
デ
ア
で
あ
っ
た
。
少
々
厄
介
な
工
事
で
あ
っ
た

が
結
果
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
新
築
さ
れ
て
二
年
目
、
オ
オ
カ
ミ

の
初
産
、
タ
ヌ
キ
の
初
産
、
ジ
ャ
ッ
カ
ル
の
初
産
、
ミ
ー
ァ
キ
ャ

ッ
ト
の
初
産
、
そ
し
て
オ
オ
カ
ミ
の
第
二
産
め
、
七
頭
が
僅
か
五

十
セ
ン
チ
の
巣
穴
で
ス
ク
ス
ク
育
っ
て
い
る
。
今
、
そ
の
小
西
君

は
胃
ガ
ン
に
倒
れ
、
故
人
と
な
ら
れ
た
が
、
然
し
彼
の
ア
イ
デ
ア

は
見
事
に
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

●
亀
井
一
成
ア
ニ
マ
ル
写
真
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

動
物
園
飼
育
日
記
の
畑
頁
の
写
真
（
キ
ャ
ビ
ネ
版
）
に
瞳
井
一
成
氏
の
サ
イ
ン
を
入

れ
て
、
５
名
の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
〒
６
５
８
神
戸
市
中
央

区
東
町
１
１
３
の
１
大
神
ピ
ル
９
階
月
刊
神
戸
っ
子
「
動
物
園
飼
育
日
記
」
係
ま

で
葉
答
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

鏡

120

淵
】 鴬

財
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神戸で初めてタヌキの赤ちゃんも育った
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こんにちは赤ちゃん

加藤由季ちゃん／芦屋市若葉町
つたい歩きが出来るようになると、いたずら
されるので目が離せませんでした…。
〈Ｓ５９．２．２７生、写真は10:か月頃のスナップ）
完全看護☆冷暖房完備☆病院前公共駐車場有

蔓柿沼産婦人科蔓柿沼産婦人科

ﾛ ロ扉

芦屋市大柵町１番1 8 号
芦屋保健所東隣

念芦屋（0 7 9 7 ）3 1 - 1 2 3 4 代表

○きれいな歯を入れたいけど、治療費が高くて
あきらめている方
○出産後にはなにでお金が必要になるかわかり
ません。これでは安心して赤ちゃんを産めま
せんね。
でももう安心です。分割払い出来るんですよ。
日本医療クレジット事務センター㈱が無料で
お手伝いします。

詳しいことは､ お電話で事務センターまで. ／
《当社はクレジット会社ではありません》
前記のような患者さんが、医療費を分割払い出来るようにと、
当社と、全国の歯科・産婦人科・美容整形科・賦門科医院と、
大手信販会社との提携により実現したのがr 医療費無料相談室」
です。相談から、分割に必要な書類・手続きを、－切薫料で行
います。医療費は、信販会社が医院へ一括立替払いを行い、患
者さんは、自分の能活に合わせて、信販会社へ毎月のお支払い
をしていただければ結構です。

一同時加盟医院募集一
兵庫県の歯科医院･ 産婦人科医院･ 美容整形科医院
紅門科医院を募集しております。詳しい事はお電
話くだされば、説明員がお伺いします。
日本医療クレジット事務センター株式会社

（特約店）
株式会社セントラルグロース
神戸市中央区浜辺通4丁目１番2 3号(三宮ペンチヤーピル# 4 0 7）

配eｌ（0 7 8）２４２－０４８１
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１
１２２
１

を
し
て
い
る
せ
い
か
〃
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
で
す
か
？
″
っ
て
人
か

ら
よ
く
言
わ
れ
て
い
た
ん
で
、
多
少
は
向
い
て
い
る
の
か
な
、
と

思
っ
た
り
（
笑
）
。
そ
れ
と
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
と
い
う

言
葉
が
割
合
誤
解
さ
れ
て
日
本
で
は
広
ま
っ
て
い
る
ん
で
、
そ
ん

な
の
も
気
に
は
な
っ
て
い
た
ん
で
す
。
同
じ
書
く
ん
だ
っ
た
ら
自

分
の
持
っ
て
い
る
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
を
書
い
て
み
よ
う
と
思
っ

て
。
そ
れ
ま
で
は
、
加
代
を
主
人
公
に
し
た
も
の
が
多
か
っ
た
ん

で
す
。
も
う
鋤
代
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
そ
れ
も
つ
ら
く
な
っ
て
き

ま
し
て
そ
ろ
そ
ろ
大
人
の
話
を
書
い
て
み
よ
う
か
、
と
い
う
ふ
う

に
も
思
っ
て
い
た
ん
で
。

文
章
を
意
識
的
に
変
え
て
み
た
ん
で
す
。
ガ
ラ
ッ
と
変
え
て
、

ス
ト
ー
リ
ー
も
何
も
考
え
な
い
で
、
主
人
公
の
設
定
だ
け
と
り
あ

え
ず
し
て
書
い
て
み
た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
筆
が
わ
り
に
進
ん
で

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
い
け
る
か
な
と
思
っ
て
最
後
ま
で
書
い
て
編
集

者
に
見
せ
た
ら
喜
こ
ん
で
く
れ
ま
し
て
ね
。
そ
れ
が
多
少
励
み
に

も
、
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
も
な
っ
て
、
そ
の
次
の
『
セ
プ
テ
ン
バ
ー

サ
ー
テ
ィ
ー
ン
』
と
い
う
の
は
も
っ
と
絞
り
こ
ん
で
書
い
た
ん
で

す
が
、
そ
の
頃
に
、
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
も
お
も
し
ろ
い
、
長
く
書
い

て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
ね
。
だ
か
ら
、
き
っ
か
け
は
割
合
単

純
で
。

ノ
コ
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
す
ご
く
器
用
な
わ
け
？

軒
上
そ
れ
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
あ
ま
り
自
分
で
自
覚

し
て
い
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
、
そ
う
い
っ
た
自
分

の
資
質
を
。
僕
は
ま
だ
そ
ん
な
に
キ
ャ
リ
ア
長
く
な
い
で
す
か

映
画
「
サ
ー
ド
」
の
あ
の
衝
撃
は
何
年
前
の
こ
と
だ
っ
た
ろ
う

か
？
今
年
は
頁
っ
び
ん
の
町
』
を
は
じ
め
３
本
が
映
画
化
さ

れ
る
予
定
。
ち
ょ
っ
と
し
た
軒
上
旋
風
が
ま
き
お
こ
り
そ
う
な
気

配
。
冬
の
晴
れ
間
、
の
ど
か
な
小
野
で
の
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
対
談

と
な
り
ま
し
た
。

☆
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
の
次
は
恋
愛
小
説
を
書
く
つ
も
り

ノ
コ
ず
っ
と
滝
野
で
す
か
？

軒
上
神
戸
は
５
年
ぐ
ら
い
居
た
ん
で
す
。
京
都
に
は
一
年
半
ぐ

ら
い
、
そ
れ
以
外
釦
年
間
は
ず
っ
と
こ
こ
で
す
。

ノ
コ
ゴ
ル
フ
で
こ
っ
ち
の
方
に
は
よ
く
来
る
ん
で
す
け
ど
、
こ

の
道
は
知
ら
な
い
な
あ
、
っ
て
言
い
な
が
ら
来
た
ん
で
す
。

軒
上
こ
の
あ
た
り
は
何
も
な
い
と
こ
ろ
で
す
か
ら
ね
。
女
性
雑

誌
の
取
材
も
来
な
い
か
ら
ね
（
笑
）
。
信
州
の
田
舎
な
ん
か
は
風
情

が
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
の
辺
の
田
舎
は
風
景
も
大
し
た
こ

と
な
い
し
、
丹
波
の
方
へ
行
く
と
ま
た
違
う
ん
で
す
け
ど
ね
。

ノ
コ
昔
か
ら
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
が
好
き
で
、
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
と
か
…
…
。

軒
上
一
昨
年
の
暮
ぐ
ら
い
に
五
百
枚
ぐ
ら
い
作
品
を
書
き
ま
し

て
そ
の
次
を
何
に
し
よ
う
か
、
と
思
っ
て
た
ま
た
ま
本
屋
に
い
っ

た
ら
、
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
が
並
ん
で
い
て
、
買
っ
て
読
ん
で
み
た

ら
ま
あ
ま
あ
で
。
そ
れ
と
前
か
ら
映
画
な
ん
か
も
、
た
ま
に
観
る

ア
メ
リ
カ
映
画
の
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
は
歯
切
れ
が
よ
く
て
、
潜
在

的
に
は
好
ん
で
い
た
ん
で
す
。
今
日
は
ち
ょ
っ
と
文
化
人
ぽ
い
話

し
方
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
（
笑
）
、
普
段
か
ら
、
こ
う
い
う
格
好

小山乃里子の
華麗なる男のｲﾝﾀピｭｰ

ヒ
ー
ロ
ー
は
、
精
神
的

二
枚
目
で
な
く
っ
ち
ゃ

軒
上
泊
〈
作
家
〉

■
第
Ｍ
回
■
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磯

＝－

｢ 今日はちょっと文化人弁でしゃべっています｡ 」と軒上泊さん

顎

ら
、
書
い
て
い
て
〃
俺
は
こ
う
い
う
の
向
い
て
る
な
″
と
思
い
ま

し
た
か
ら
。
ず
っ
と
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
だ
け
を
や
る
つ
も
り
は
な
い

で
す
け
れ
ど
も
。

ノ
コ
北
方
謙
三
さ
ん
の
を
読
ん
だ
ん
で
す
か
？

軒
上
彼
の
は
一
冊
読
み
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
資
質
の
違
い
を
ず

い
分
感
じ
ま
し
た
ね
。
彼
の
小
説
は
、
日
本
で
通
っ
て
い
る
ハ
ー

ド
ボ
イ
ル
ド
の
イ
メ
ー
ジ
に
一
番
近
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
非

常
に
日
本
的
な
感
じ
が
し
ま
し
た
ね
。
僕
か
ら
言
う
と
不
満
も
あ

る
し
、
領
づ
く
と
こ
ろ
も
あ
っ
て
。

ノ
コ
私
は
も
う
ひ
と
つ
な
じ
め
な
い
の
ね
。

軒
上
あ
れ
は
、
男
性
が
読
む
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。
僕
が
書
く
時

に
〃
女
性
に
読
ま
せ
る
物
を
書
い
て
や
ろ
う
″
と
思
っ
た
。
い
ま

は
ま
ず
九
割
九
分
の
読
者
が
男
性
で
す
か
ら
、
と
に
か
く
女
に
な

め
ら
れ
る
よ
う
で
は
し
ょ
う
が
な
い
（
笑
）
。
女
性
は
独
特
の
批
評

性
が
あ
り
ま
す
か
ら
。
そ
れ
と
、
今
の
若
い
人
独
特
の
し
た
た
か

な
批
評
性
、
そ
の
辺
を
気
に
し
な
が
ら
や
っ
た
。
な
お
か
つ
軽
薄

短
小
と
は
違
う
ス
タ
イ
ル
で
や
ら
な
い
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
は
成

立
し
ま
せ
ん
の
で
、
直
球
か
変
化
球
か
わ
か
ら
な
い
ぎ
り
ぎ
り
の

沙
ｊ

審
可
己

篭
望

錘
擢
塞
“
蕊

猛”、＃＃.．：審鷺鰯鎮ヅ爵

：

線
で
ス
ト
ラ
イ
ク
を
狙
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た

ね
。
精
神
的
に
二
枚
目
に
出
会
え
ば
、
女
性
は
領
づ
く
は
ず
だ
し

そ
う
い
う
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
線
で
女
性
を
参
ら
せ
た
い
と
思
い

ま
し
た
ね
。
僕
の
作
品
も
読
ん
で
下
さ
い
。
〃
金
返
せ
″
っ
て
い

う
な
ら
返
し
ま
す
か
ら
、
捌
円
（
笑
）
。

ノ
コ
ず
い
分
安
い
ん
だ
ね
（
笑
）
。

軒
上
文
庫
の
書
き
下
ろ
し
だ
か
ら
、
毎
日
放
送
の
番
組
あ
て
に

知
円
の
現
金
書
留
送
り
ま
す
か
ら
。

ノ
コ
読
ん
で
言
う
か
ら
ね
〃
返
せ
ノ
．
〃
（
笑
）
。

軒
上
〃
こ
ん
な
本
は
読
ま
な
い
方
が
い
い
″
と
か
（
笑
）
、
か
ま

わ
な
い
で
す
か
ら
、
番
組
で
叫
ん
で
下
さ
い
（
笑
）
。

ノ
コ
い
い
本
の
こ
と
し
か
し
ゃ
べ
り
た
く
な
い
も
ん
ね
。

ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
を
俺
だ
っ
て
書
け
る
ん
だ
と
思
っ
て
書
い
た
か

ら
、
今
度
は
メ
ロ
ド
ラ
マ
だ
っ
て
書
け
る
ん
だ
（
笑
）
。

軒
上
恋
愛
小
説
は
今
年
の
秋
以
降
に
な
り
ま
す
ね
。

ノ
コ
（
笑
）
そ
う
い
う
ふ
う
に
、
も
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
決
ま
っ

て
い
る
の
？

軒
上
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
が
秋
か
ら
来
年
の
春
ま
で
は
か
か
り
ま
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☆
文
学
賞
か
ベ
ス
ト

ド
レ
ッ
サ
ー
賞
か
別

ノ
コ
い
ま
は
、
朝

か
ら
夕
方
ま
で
書
く

時
間
と
い
う
の
を
決

・
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

江
ま
す
か
。

華
軒
上
僕
は
９
時
か

しや
皿
時
ぐ
ら
い
か
ら
５

峠
時
ぐ
ら
い
ま
で
仕
事

卜
を
し
て
、
夜
９
時
ぐ

に”
ら
い
か
ら
１
時
ぐ
ら

詠
い
ま
で
書
い
て
…
。

》
大
体
ｍ
時
間
ぐ
ら
い

闘
で
す
か
ね
。

ノ
コ
す
ご
い
で
す

ね
。軒

上
生
活
自
体
を

見
て
る
と
学
者
か
受

験
生
み
た
い
で
す
ね

＝

す
か
ら
ね
。
そ
の
中
で
、
５
，
６
冊
の
ち
に
、
恋
愛
小
説
が
一
本

あ
り
ま
す
け
ど
長
編
に
す
る
か
、
い
ろ
ん
な
シ
ー
ン
を
並
べ
る
短

編
に
す
る
か
ま
だ
決
め
て
な
い
で
す
け
ど
ね
、
ち
ょ
っ
と
書
い
て

み
た
い
な
、
と
思
っ
て
…
。

ノ
コ
書
け
ま
す
か
？

軒
上
何
と
か
な
り
ま
す
よ
、
つ
た
な
い
経
験
を
ひ
っ
ぱ
り
出
し

て
き
て
（
笑
）
。

ノ
コ
今
み
た
い
な
ペ
ー
ス
で
ま
だ
ず
っ
と
書
け
ま
す
か
。

軒
上
こ
れ
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ら
大
丈
夫
で
す
よ
。
年
に
５
，
６
冊

ぐ
ら
い
が
理
想
的
な
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

ノ
コ
２
カ
月
に
１
冊
別

軒
上
多
く
な
い
で
す
よ
。
赤
川
さ
ん
で
月
２
冊
。
北
方
さ
ん
で

１
カ
月
１
冊
。

ノ
コ
そ
ん
な
に
出
て
る
の
？

や

４
１
２
１
１

軒
上
そ
れ
ぐ
ら
い
の
量
は
書
い
て
ま
す
か
ら
。
僕
で
月
珊
枚
。

こ
れ
だ
け
に
か
か
っ
て
い
る
人
間
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

い
。
い
ま
は
書
下
し
の
も
の
を
月
１
冊
の
。
ヘ
ー
ス
で
書
い
て
い
ま

す
か
ら
出
来
る
ん
で
す
よ
。
問
が
あ
く
と
よ
く
な
い
で
す
ね
。

ノ
コ
そ
れ
が
出
来
る
の
は
滝
野
だ
か
ら
。

軒
上
そ
れ
も
多
少
あ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
都
会
だ
と
い

ろ
い
ろ
し
が
ら
み
が
出
来
ち
ゃ
う
か
ら
。

ノ
コ
そ
う
い
う
の
を
断
る
口
実
に
、
今
は
農
業
が
忙
し
い
か
ら

と
か
言
う
の
（
笑
）
。

軒
上
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
言
え
な
い
で
す
ね
（
笑
）
。

ノ
コ
（
笑
）
言
え
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
で
も
そ
う
い
う
の
い

い
と
思
う
け
ど
な
。
〃
こ
の
シ
ー
ズ
ン
稲
刈
り
が
忙
し
い
か
ら
″

と
か
言
っ
て
、
み
ん
な
が
〃
一
体
ど
う
い
う
作
家
な
ん
だ
ろ
う
″

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
う
い
う
北
方
謙
三
も
ま
っ
青
っ
て

い
う
い
い
男
が
現
わ
れ
た
ら
、
み
ん
な
び
っ
く
り
す
る
じ
ゃ
な
い

軒
上
ア
ー
ミ
ィ
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
破
れ
た
ん
で
、
今
似
た
よ
う

な
も
の
を
探
し
て
着
て
る
ん
で
す
け
ど
（
笑
）
。

ノ
コ
楽
で
す
か
？

軒
上
加
年
間
、
百
姓
す
る
時
も
、
テ
レ
ビ
観
る
時
も
、
葬
式
も

結
婚
式
も
あ
れ
を
着
て
ま
し
た
か
ら
ね
。
そ
れ
一
つ
で
他
は
い
ら

な
い
。
ダ
フ
だ
っ
た
で
す
よ
。

ノ
コ
決
ま
り
の
行
事
も
全
部
そ
れ
で
い
っ
ち
ゃ
う
。

軒
上
自
分
の
身
内
の
時
以
外
は
ど
こ
で
も
そ
う
で
し
た
ね
。
み

ん
な
〃
ア
イ
ッ
は
あ
れ
し
か
持
っ
て
い
な
い
″
と
思
っ
て
い
た
。

ノ
コ
楽
ね
。
そ
う
思
わ
れ
る
と
。
そ
う
す
る
と
賞
を
受
け
た

ら
、
受
賞
式
も
こ
の
ス
タ
イ
ル
。

軒
上
何
か
文
学
賞
で
す
か
？
当
分
縁
が
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。

ノ
コ
文
学
賞
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
言
っ
て
い
な
い
け
ど
（
笑
）

軒
上
ベ
ス
ト
ド
レ
ッ
サ
ー
賞
（
笑
）
。

ノ
コ
い
ろ
ん
な
賞
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
（
笑
）
。

ノ
コ
の
一
言
ま
っ
た
く
失
礼
な
話
、
一
冊
の
著
菩
も
読
ま
ず
に
出
か
け
た
。
対
談

相
手
と
し
て
も
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
と
し
て
も
最
低
で
あ
る
。
け
れ
ど
、
別
に
怒
る

こ
と
も
な
く
、
読
ん
で
い
い
本
と
別
に
読
ま
な
く
て
い
い
本
を
教
え
て
く
れ
た
。

こ
ん
な
男
、
滝
野
に
お
い
て
お
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
神
戸
に
辿
れ
戻
せ
／
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鞄

☆
邪
国
際
親
善
パ
ー
テ
ィ
開
く

神
戸
の
文
化
は
パ
ー
テ
ィ
文

化
と
い
わ
れ
る
中
で
、
こ
の
神

戸
市
長
主
催
の
「
国
際
親
善
パ

ー
テ
ィ
」
は
、
恒
例
の
よ
さ
と

阪
神
間
の
代
表
的
な
外
国
人
と宮崎市長夫妻を囲んで

交
流
で
き
る
貴
重
な
催
し
。

今
年
も
一
月
九
日
の
夜
、
相

楽
園
会
館
で
、
宮
崎
市
長
夫
妻

・
宮
岡
助
役
夫
妻
・
笹
山
助
役

夫
妻
。
赤
坂
助
役
夫
妻
ら
が
出

迎
え
て
、
午
後
六
時
か
ら
約
二

○
○
名
が
相
い
集
っ
た
。
昨
年

は
稲
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
神
戸

大
会
が
成
功
し
、
神
戸
の
名
を

又
世
界
に
宣
伝
。
今
年
は
一
年

間
力
を
貯
わ
え
る
時
と
自
信
充

分
の
宮
崎
市
長
。

た
だ
、
国
際
都
市
と
い
わ
れ

な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン

ス
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
し
に
せ
の
領

事
館
が
相
つ
い
で
大
阪
・
東
京

へ
移
動
。
ネ
ッ
ス
ル
、
帝
国
酸
素

な
ど
伝
統
あ
る
会
社
も
大
阪
へ

☆
神
戸
の
集
い
か
ら

外
国
人
領
事
館
や
外
国
商
社

の
流
出
は
、
外
国
人
を
大
切
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Ｋ
Ｏ
Ｂ

Ｅ
に
と
っ
て
、
早
急
に
具
体
的

な
対
策
を
た
て
な
い
と
、
開
港

加
年
を
来
年
に
し
て
国
際
港
都

の
伝
統
が
崩
れ
て
き
た
。
充
実

し
た
国
際
親
善
パ
ー
テ
ィ
で
あ

る
た
め
に
も
考
慮
し
て
ほ
し
い

☆
神
戸
女
流
二
紀
公
募
展
に

ウ
ー
マ
ン
パ
ワ
ー
集
う

〃
第
四
回
神
戸
二
紀
女
流
新
人

公
募
展
″
が
今
年
も
、
生
田
神

醤
唖

蕊
議
蕊
鍵唖

溌
．鶏‘

女
流
新
人
展
賞
／
向
田
友
美
子

兵
庫
県
知
事
賞
／
木
原
温
子
。

市
長
賞
／
池
原
映
子
。
月
刊
神

戸
っ
子
賞
／
上
原
篤
子
。
明
石

市
長
賞
／
水
上
澄
子
。
兵
庫
県

教
育
委
員
会
賞
／
山
本
キ
ヨ
さ

ん
ら
が
選
ば
れ
た
。

☆
稲
武
蔵
美
展
と
忘
年
会
と

「
団
体
展
に
出
品
し
た
作
品
を

神
戸
で
は
観
ら
れ
な
い
の
で
ぜ

ひ
出
展
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ

ん
で
す
よ
」
と
元
町
画
廊
の
佐

藤
廉
氏
。
十
二
月
五
日
か
ら
十

日
ま
で
、
さ
ん
ち
か
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
た
稲
武
蔵
美
展
に
は
、

中
西
勝
、
西
村
功
画
伯
な
ど
の

二
紀
展
で
の
大
作
や
、
石
永
賠

一
郎
、
藤
原
向
意
、
赤
蘇
夫
二

丸
本
耕
、
山
中
馨
、
角
卓
な
ど

の
力
作
や
、
立
花
江
津
子
の
ス

テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
羽
多
悦
子
の

彫
刻
な
ど
五
十
七
人
の
武
蔵
野

美
術
大
学
校
友
会
兵
庫
支
部
が

主
催
し
て
恒
例
の
展
覧
会
が
開

か
れ
人
気
を
呼
ん
だ
。

ま
た
十
二
月
八
日
は
元
町
風

月
堂
五
階
ホ
ー
ル
で
忘
年
会
。

’
1２５
１

よろこびの受覚者

社
会
館
で
盛
大
に
開
か
れ
、
ウ

ー
マ
ン
パ
ワ
ー
の
実
力
を
発
揮

し
た
。十

二
月
四
日
か
ら
八
日
ま
で

公
募
し
た
一
二
○
点
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
作
品
群
が
勢
揃
い
。

初
日
の
夜
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
パ
ー
テ
ィ
を
開
催
、
そ
の
表

彰
式
が
、
高
崎
研
一
郎
画
伯
の

司
会
で
、
神
戸
二
紀
代
表
の
中

西
勝
画
伯
か
ら
表
彰
を
受
け
た

田
村
賞
／
館
林
美
代
子
。
宮

永
賞
／
鈴
木
民
子
。
神
戸
二
紀

なごやかな新年会

新
会
員
も
加
わ
っ
て
現
在
、
兵

庫
県
下
の
卒
業
生
四
○
○
名
と

い
う
校
友
会
の
交
流
と
親
睦
は

大
賑
わ
い
・
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
ヘ

イ
ズ
」
も
張
り
切
っ
て
ハ
ッ
ス

ル
し
た
年
の
暮
れ
だ
っ
た
。

★
夢
と
希
望
の
年
を
祝
し
て

ｌ
民
団
新
年
会
に
集
う
ｌ

韓
国
民
団
合
同
新
年
会
が
１

月
ｕ
日
下
山
手
の
韓
国
民
団
兵

庫
県
地
方
本
部
で
約
三
○
○
名

が
参
加
し
て
催
さ
れ
た
。

会
場
に
は
国
会
議
員
の
新
井

彬
之
氏
、
永
江
一
仁
氏
、
ぬ
き

山
映
子
氏
、
中
西
一
郎
氏
、
前

議
員
の
石
井
一
氏
ら
を
は
じ
め

県
会
議
員
、
各
親
善
団
体
か
ら

多
数
の
ゲ
ス
ト
が
参
加
し
、
チ

ョ
ゴ
リ
姿
で
盛
装
し
た
女
性
も

た
く
さ
ん
混
じ
り
、
華
や
か
な

集
い
と
な
っ
た
。

「
今
年
は
、
我
々
民
族
の
悲
願

で
あ
っ
た
南
北
対
話
の
再
開
で

輝
か
し
い
夢
と
希
望
の
も
て
る

年
と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
外
国

人
登
録
法
の
改
正
が
一
日
も
早

か
ら
ん
こ
と
を
願
っ
て
例
年
よ

り
も
盛
大
な
新
年
会
を
持
ち
ま

し
た
」
。
と
団
長
の
金
寓
寿
氏

の
顔
も
新
し
い
年
へ
の
期
待
で

輝
い
て
い
た
。

忘年会に集った人たち
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